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　第６０回全日本登山大会新潟大会を日本１００ 名山の谷

川岳、苗場山を擁する新潟県南魚沼郡湯沢町で開催さ

せて頂きました。

　北は北海道から南は沖縄県まで、多くの方々に参加頂

き賑やかに交流を深める大会となりました。

　令和６年９月２１日（土）から２３日（月）の日程で開催

しましたが、登山を予定していた２２日（日）は生憎の雨

天。各登山コースの変更を余儀なくされたことは本当に

残念でしたが、事故、怪我無く無事に大会を終えること

が出来ました。

【会　　場】　ナスパ　ニューオータニ

【後　　援】　環境省・スポーツ庁・新潟県・湯沢町・

　　　　　　公益財団法人新潟県スポーツ協会

【登山報告】
Ａコース　苗場山（コース変更三国峠）
　苗場山を目指す予定であったが、大会初日２１日に出

された天気予報等の情報で、秋雨前線、低気圧の影響

で２２日の苗場山山頂付近の気象条件は極めて悪いと予

想し、苗場山登山は中止と決定した。

　このため、三国峠への登山に変更し、２２日、登山口の

三国トンネルの新潟県側入口に当日参加者も含めた登

山者 ５２ 名とスタッフ１２ 名が集合。

小雨の降る中、３班に分かれて順次出発した。

　トンネル脇の登山道の取り付きは、少し勾配がきつ

く道も悪いが、旧街道の本道に入ると古くから歩かれ

ていただけに広く歩きやすくなる。

　雨脚は時折強くなるが、歩行に差し支えるようなこ

ともなく、自然林の巨木に守られて、霧に包まれた道を

峠へと歩を進めた。そして、小一時間ほどで目指す三

国峠に到着。

　峠には権現様（御坂三社神社）を祀ったお社が建ち、

三社権現縁起によると、坂上田村麻呂が東征の折、上

州赤城神社、信州諏訪大社、越後弥彦神社の三社を勧

請したと伝わり、三国の神が祀られているため三国峠

と言われている。

　そんな歴史に触れながら、小雨降る山頂を後にして

往路と同じ道を下った。

Ｂコース 平標山（たいらっぴょうやま）
　平標山参加者は ２６ 名。バスで出発して １０ 分程経過

し二居トンネルを抜け出た時、淡い希望もはかなく、

車窓からの景色は小雨とガスが覆っていました。

　山頂は雨混じりの強風が予想されるため、今日の行

動目標は樹林帯を抜けた『平標山の家』・山小屋まで

とリーダーから変更の指示が出ました。

第60回全日本登山大会新潟大会報告

参加者全員での集合写真参加者全員での集合写真
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　登山口へは約 ８０ 分の林道歩きです。それぞれの所

属団体や会場・湯沢町の印象、交通手段、昨日の開会

式典の話題。スタッフへは地元・新潟の山への質問な

ど、お互いの情報交換を交えながら雨の中を歩いて行

きます。

　雨は本降りの激しさを増してきました。途中、山の

家の小屋泊まりから下山するパーティとすれ違ったり

しました。そのような時、リーダーから此処で中止の

号令がかかりました。

　山に降る大粒の雨、登山道に流れる雨水の中、各員、

細心の注意を払いながらユックリと降ることになりま

した。

Ｃコース 三国山・三国峠
「偉人たちの足跡をたどる歴史道に参加して」

　Ｃコース総勢 ３１ 名は、バス車内で雨支度をし、三国

トンネル脇の登山口（１，１００ ｍ）に着くと、慌ただし

く外へ飛び出し出発の合図を待った。

　チーフリーダーをトップに３班体制で橋を渡って登

山道に入った。取り付きは少し急だがすぐに広々とし

た登山道がゆるやかに続く、土砂が洗われ岩っぽい坂

道をジグザグに進み「三国権現神水」で休憩し、間も

なく峠だろうと思っていたころに苗場山からコース変

更となったＡコースのメンバーが下ってきた。

　私たちは入れ替わるように三国峠へ午前９時前に到

着した。峠には立派な鳥居と三国権現を祀った避難小

屋があった。集合写真を撮り終えるころには一段と雨

脚が強まり、追われるように下山を開始し ３０ 分ほど

で登山口に戻った。

Ｄコース 湯沢高原トレッキング
　山行当日は雨の予報だったが、朝起きると曇っては

いるものの雨が降った形跡もなく一安心したが、次第

に風が強くなってきた。

　湯沢高原へのロープウェイは風にあおられ減速運転

となり、機体が左右に揺れて風の強さを実感した。

　山頂駅を出ると雨も降り出しており、風も一層強く

なり、参加者の雨具の濡れ具合や年齢を考慮の上、山

行中止として本部に連絡する。

　緊急避難場所となっているリフト駅で小休止後ロー

プウェイ山頂駅に戻り、最後の記念撮影を行い、駅内

で暖まりながら下り便の発車を待った。

登山４コースの中で一番容易なコースではあるが、天

候、参加者の年齢、体調、体力などで想定外のリスク

が発生し、色々な判断が必要になることを感じさせら

れた。

【最後に】
　本大会は、登山実施日が天候に恵まれませんでした

が、交歓会では全国からおいで下さった皆様との交流

を深めることが出来ました。

　その点で成功と言えるのではないでしょうか。

　今回の大会開催にあたり、新潟県山岳協会では綿密

な事前準備を行い大会開催に臨んだところですが、至

らぬ点も有ったかと思います。

　同じ山を愛する仲間として、ご容赦のほどお願い申

し上げます。

　次回の兵庫大会が盛会となることを祈念し、新潟大

会の報告とさせて頂きます。

　参加者の皆様、そして関係者の皆様、本当に有り難

うございました。

（新潟県山岳協会　副理事長　大場　勲）
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　本年１月１日の能登半島での地震後、再び、豪雨災害

が襲いました。犠牲になられた皆さまや今もなお苦難の

中にいる皆さまに、改めて心より哀悼の御霊をささげ、

スポーツの持つ力、「勇気」「希望」「感動」をお伝えでき

る大会を、私たちは目指しました。

 「国民体育大会」が「国民スポーツ大会」へと改称され

た最初の大会、「第７８回SAGA2024国民スポーツ大会ス

ポーツクライミング競技会」が、佐賀県多久市九州クラ

イミングベースSAGA（県立多久高等学校）において、１０

月１２日（土）～ １０月１４日（月）の３日間、好天に恵まれ

熱戦が繰り広げられました。

　３日目成年女子ボルダー競技決勝において、秋篠宮

佳子内親王殿下のご臨席を賜り、選手へのパフォーマン

スに会場の観客とともに、拍手などで讃えられ、会場は

大いに盛り上がりました。

　「一度、やってみたい」「選手２人の支えあった競技、

素晴らしいですね」とのお言葉をいただきました。

　本大会は、大会名称の

改称とともに、多くの方

の観戦機会の提供（ナイ

トゲームの実施）や、競

技ルールのＩＦ準拠等な

どが取り入れられた大

会でした。

　競技会初日には、少年男子リード決勝が午後６時３０分

からの競技開始となり、地元佐賀県チームが優勝し幸先

良いスタートとなりました。そのリード予選では「一人２

ルート」を登るＩＦルール準拠化が実現いたしました。　

さらには、競技期間の３日間での結果が求められること

から、「リード競技４ルート化」も実現いたしました。　

　これらの競技施設、ルール準拠は、会場地実行委員

会、佐賀県山岳・スポーツクライミング連盟の１０ 余年

にわたる競技運営準備からの賜物と感じています。あり

がとうございます。

４種別各２５チームでの熱戦！ジェンダー平等化！

　今年からは、本大会出場チーム総数はそのままで、４

種別の各出場チーム数を２５チームとするジェンダー平

等化の実現を図る、競技形式となりました。

　競技は、本大会前に開催されたユース世界選手権大

会（中国・貴陽）で入賞された選手も多く参加するなど、

レベルの高い競技会となりました。

　その一方で、残念ながらブロック大会で、昨年までフ

ルエントリーの「成年男子」を含む８チームの不参加が

あり２県において、「２チーム不参加」がありました。

　今後も、３種別はブロック大会の予選を経て本大会

に出場します。また、１種別はストレートに出場できる

ため、不参加県（チーム）には猛省を求めます。県レベ

ルでの責任ではなく、JMSCAへの責任（競技者育成）と

なってきます。ご注意ください。

　今年も、中学生の活躍がありました。少年男子で、９

校９名、少年女子で１１校１４名の参加がありました。

　少年男子リード競技で、１名、少年女子リード競技で

４名、ボルダー競技で３名が決勝に進みました。

　中学生のみのチームは、少年女子で３チームありまし

た。そのなかで、東京都チームは２種目で優勝しました。

おめでとうございます。

　完登者は、リード競技で少年女子、武石初音選手（埼

玉県）、少年男子通谷律選手（佐賀県）が、予選・決勝と

もに完登しました。おめでとうございます。

　競技最後となった成年男子リードでは、地元・佐賀県

の底力を発揮し、会場は大いに盛り上がりました。優勝、

おめでとうございます。

　成年女子ボルダーでは、倉奈々子（愛知県）選手が素

晴らしいパフォーマンスで４課題一撃を達成されまし

た。おめでとうございます。

　本大会から始まった、いわゆる「４種別２５チーム制」

は、４種別ともに、「ストレート出場チーム」と「ブロッ

ク大会選出チーム」では、決勝進出率に大きな差異は認

められませんでした。

　競技会前の質問は、３チームよりあり、中には、実施

要領を充分に読み込まず、質問に至った内容もありまし

た。監督、関係者は、しっかりと実施要領等について読

第78回SAGA2024国民スポーツ大会報告
＝新しい大会へ。すべての人に、スポーツのチカラを＝

成年男子 成年女子 少年男子 少年女子
不参加チーム数 1 5 1 1

満席のナイトゲーム
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　理由の如何を問わず、監督経験者でもある者が、実

施要領の記載事項に反する行為は、競技へのリスペク

トに反する恥ずかしい行為です。

　本委員会として、本協会におけるガバナンス強化の

徹底と、コンプライアンスの自覚を要望します。

　最後になりましたが、本大会開催には、多久高等学

校、佐賀工業高等学校、唐津東高等学校の競技補助員

等の早朝からのご支援、ご協力を忘れてはなりませ

ん。蛭田伸一本協会長より、感謝状を贈呈いたしまし

た。

　国内屈指の競技施設を整備していただきました、佐

賀県、大会運営を下支えされた多久市実行委員会、競

技主管を担った佐賀県山岳・スポーツクライミング連

盟、九州地区山岳協会の皆様に心より感謝申し上げま

す。ありがとうございました。

（国スポ委員会　西原斗司男）

み込むことを行ってください。

天皇杯／皇后杯 東京都！ 佐賀県 天皇杯２位！

　東京都が、少年女子２種目優勝をはじめ、各種別／種

目で競技得点を積み、天皇杯、皇后杯を獲得しました。

皇后杯では、連覇を成し遂げました。

　おめでとうございます。

　天皇杯、皇后杯順位は違

うものの、ほぼ昨年と同じ

都県の入賞となりました。

　他県の奮闘をご期待申

し上げます。観客動員数

は、３日間で一万五千人を

超えました。

　競技得点の獲得都道府県は、皇后杯は１７ 都府県、天

皇杯では、２５都府県に及びました。

本大会に関係したすべての皆さまに感謝！

　リード競技予選会場アイソレーションに、滋賀県、

青森県、宮崎県（立入り許可）以外の後催県が入室し

ているのを、現認しました。当該人に、所属県名と後

催県３県のみの入室許可であることを確認させ、直ち

に、退出を指示いたしました。

■少年男子リード競技決勝
順
位 チーム ルート 氏名 成績 個人

順位

1 佐賀県 A 通谷　結太 34+ 5
B 通谷　　律 TOP 1

2 栃木県 A 寺川　　陽 37+ 2
B 船木　　陽 44+ 2

3 高知県 A 和田　樹怜 39+ 1
B 角　　泰知 16+ 8

4 兵庫県 A 藏敷　慎人 37+ 2
B 隅谷　　樂 37+ 6

5 神奈川県 A 角田　　暁 31+ 8
B 濱田　琉誠 44+ 2

6 鳥取県 A 藤田　　楓 36+ 4
B 山根　柊真 39 5

7 東京都 A 上原　一剣 32 7
B 笹原　蓉翆 39+ 4

8 奈良県 A 田渕　幹規 32+ 6
B ★原田　　宙 37+ 6

■成年男子リード競技決勝
順
位 チーム ルート 氏名 成績 個人

順位

1 佐賀県 A 樋口　純裕 39 1
B 中上　太斗 40+ 2

2 新潟県 A 渡辺　颯海 24+ 8
B 田中　修太 42+ 1

3 奈良県 A 西田　秀聖 36+ 2
B 抜井　亮瑛 31+ 4

4 埼玉県 A 猪鼻　　碧 36+ 2
B 鶴　　隼人 29+ 5

5 愛媛県 A 清水　裕登 36+ 2
B 大政　　涼 28+ 6

6 鹿児島県 A 川畑イサム 26+ 7
B 土肥　圭太 38 3

7 東京都 A 上原　玄武 35+ 5
B 上村　悠樹 19+ 8

8 大阪府 A 山口　賢人 29+ 6
B 三根生慶太 27+ 7

■少年女子リード競技決勝
順
位 チーム ルート 氏名 成績 個人

順位

1 東京都 A ★山崎　彩葉 36+ 3
B ★松浦　朱希 40+ 1

2 埼玉県 A 武石　初音 TOP 1
B 金子　千優 31+ 8

3 佐賀県 A ★久我　心結 36+ 3
B 梶　　絢香 38+ 2

4 静岡県 A 永嶋美智華 42+ 2
B 狩野　　凪 36+ 5

5 長野県 A 山田　泉都 35 6
B 徳嵩　悠乃 38+ 2

6 大阪府 A 金木　そら 36+ 3
B 横道　花凜 36+ 5

7 奈良県 A 抜井　朱希 35 6
B 藤村　侃奈 37+ 4

8 徳島県 A ★西川　美愛 33 8
B 増田　心瑚 36+ 5

■リード競技
少年男子 少年女子 成年男子 成年女子

鹿児島国体 予選 13d 13c 13d 13c
決勝 13d 13c 13d 13c

SAGA国スポ 予選 13d/14a 13b/13a.b 13d/13c.d 13b/13b
決勝 13d/13d 13a.b/13b 14a/14a 13b/13b

■ボルダー競技
少年男子 少年女子 成年男子 成年女子

鹿児島国体 予選 2級〜初段 3級〜初段 初段〜2段 3級〜1級
決勝 1級〜初段 1級〜初段 2段〜3段 3級〜1級

SAGA国スポ 予選 1級〜2段 4級〜2級 1級〜初段 4級〜1級
決勝 1級〜初段 2級〜1級 初段〜2段 2級〜1級

■成年女子リード競技決勝
順
位 チーム ルート 氏名 成績 個人

順位

1 東京都 A 青柳　未愛 37+ 3
B 柿崎　未羽 45+ 1

2 大阪府 A 中川　　瑠 42+ 1
B 小田　穂香 36+ 5

3 千葉県 A 二宮　　凛 37+ 3
B 竹内　亜衣 41+ 2

4 三重県 A 小林　　舞 42+ 1
B 柏　　綾音 29+ 8

5 滋賀県 A 張替　夢乃 37+ 3
B 石井　未来 37 4

6 山口県 A 吉田　清華 28+ 8
B 大田　璃娑 41+ 2

7 佐賀県 A 樋口　結花 35+ 6
B 大河内芹香 34+ 6

8 神奈川県 A 伊東　そら 34+ 7
B 菅原　亜弥 32+ 7

■少年男子ボルダー競技決勝
順
位 チーム 氏名 個人

成績
個人
順位

1 神奈川県 角田　　暁 2T2z33 9
濱田　琉誠 4T4z88 2

2 佐賀県 通谷　　律 4T4z88 1
通谷　結太 2T2z44 10

3 三重県 杉本　侑翼 4T4z1211 3
小山　楚嵐 2T42z66 11

4 岩手県 本明　　佳 3T3z66 5
平瀬　太誠 2T2z66 13

5 東京都 上原　一剣 2T3z69 8
笹原　蓉翆 2T3z27 7

6 奈良県 田渕　幹規 3T3z54 4
★原田　　宙 1T1z22 15

7 高知県 和田　樹怜 3T3z99 6
角　　泰知 1T1z31 16

8 岐阜県 林　　晃佑 2T2z66 12
前田　唯月 1T1z11 14

■成年男子ボルダー競技決勝
順
位 チーム 氏名 個人

成績
個人
順位

1 栃木県 川又　玲瑛 4T4z66 1
齋藤　正樹 2T4z610 9

2 三重県 渡部　佳太 3T4z58 4
田嶋　瑞貴 3T3z55 7

3 愛媛県 清水　裕登 2T4z510 8
大政　　涼 3T4z44 3

4 鹿児島県 土肥　圭太 4T4z74 2
川畑イサム 1T3z45 15

5 奈良県 西田　秀聖 2T3z56 11
抜井　亮瑛 3T3z43 5

6 大阪府 三根生慶太 2T2z55 12
山口　賢人 3T3z55 6

7 東京都 上村　悠樹 2T2z77 13
上原　玄武 1T3z28 14

8 佐賀県 樋口　純裕 2T3z34 10
中上　太斗 0T2z02 16

■少年女子ボルダー競技決勝
順
位 チーム 氏名 個人

成績
個人
順位

1 東京都 ★松浦　朱希 3T4z55 1
★山崎　彩葉 3T3z54 4

2 埼玉県 武石　初音 2T3z44 6
金子　千優 3T3z43 2

3 静岡県 永嶋美智華 3T3z53 3
狩野　　凪 2T3z36 5

4 千葉県 萩原　香月 2T3z56 8
村杉　汐里 2T3z57 9

5 長野県 山田　泉都 1T3z15 12
徳嵩　悠乃 2T3z910 11

6 奈良県 藤村　侃奈 1T3z811 13
抜井　朱希 2T3z56 7

7 徳島県 増田　心瑚 2T3z76 10
★西川　美愛 1T2z32 14

8 鳥取県 北川ひかり 1T2z56 15
福光　蒼里 1T1z21 16

■成年女子ボルダー競技決勝
順
位 チーム 氏名 個人

成績
個人
順位

1 滋賀県 石井　未来 4T4z86 3
張替　夢乃 3T3z44 7

2 神奈川県 伊東　そら 3T3z77 8
菅原　亜弥 4T4z66 2

3 千葉県 二宮　　凛 3T3z1717 10
竹内　亜衣 4T4z119 5

4 東京都 青柳　未愛 4T4z88 4
柿崎　未羽 2T2z55 13

5 福岡県 井上　葉水 3T3z99 9
田島　瑞歩 2T3z311 11

6 愛知県 倉　奈々子 4T4z44 1
有川紗　菜 0T1z012 16

7 山形県 工藤　　空 2T3z47 12
工藤　　花 2T2z64 14

8 長野県 三森　里子 0T1z01 15
中嶋　　諒 3T3z33 6

天皇杯順位

順位 都道府県
1 東京都
2 佐賀県
3 神奈川県

4 埼玉県
奈良県

6 三重県
7 千葉県
8 栃木県

皇后杯順位

順位 都道府県
1 東京都
2 千葉県
3 埼玉県
4 滋賀県
5 静岡県
6 大阪府
7 長野県

8 神奈川県
佐賀県

★=中学生
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第４回ボルダーフューチャーカップ鉾田

しながら計画・運営を進めた。

　昨年度に引き続き、競技後には親子研修を設定し、先

輩アスリートやユース日本代表コーチから直接、競技へ

の向き合い方に関する話を聞く機会を用意したほか、各

日の競技終了後には競技の課題に再度挑戦できる時間

を設けた。「大会の課題は一期一会であるからこそ競技

の緊張感が生まれる」といった声もあったが、本大会の

目的を考え参加者世代の成長に寄与するのではと期待

を込めて試験的に実施することとなった。時間の都合

上、一人あたりのトライ回数を制限しての実施となった

が、それでも多くの選手自身が競技時間中に完登できな

かった課題に再挑戦し、その課題の難しさを実感した

り、時間を改めて落ち着いたことで完登を果たしたり、

とそれぞれが新しい経験を得られたよう伺え、大会参加

に対する満足度も高まったように見受けられた。

　この大会が将来のトップアスリートを生むことだけで

なく、スポーツクライミングを生涯にわたって取り組む

スポーツとするための第一歩となることを祈っています。 

　最後に、大会開催にあたり尽力いただいたすべての関

係者に、改めて深くお礼申し上げます。

（大会実行委員長　百瀬恭平）

　４回目となるフューチャーカップが９月１４日、１５日の

２日間、茨城県鉾田市の鉾田市生涯学習館「とくしゅく

の杜」スポーツクライミングセンターにて開催された。

同施設内に今年度新設されたボルダーウォールも活用

し、約２５０名の選手を迎え盛大に開催された。

今年度よりボルダーとリードを別の大会として開催す

ることとし、大会名もユースフューチャーカップからボ

ルダーフューチャーカップに改めた。

［開催概要］
第４回ボルダーフューチャーカップ鉾田
期　日	 女子　２０２４年９月１４日（土）

	 男子　２０２４年９月１５日（日）

会　場	 鉾田市生涯学習館「とくしゅくの杜」

	 スポーツクライミングセンター

特設サイト
https://www.jma-climbing.org/competition/2024/bfc/
参加者数

男子 女子
ユースＣ ６７名 ８２名
ユースＤ ４４名 ４６名
計 ２３９名

競技結果

女
　
子

ユース
Ｃ

１位 松浦　碧希 東京都山岳連盟
２位 西　美柚奈 大阪府山岳連盟
３位 塗木　りん 群馬県山岳・スポーツクライミング連盟

ユース
Ｄ

１位 濱松いちか 三重県山岳・スポーツクライミング連盟
２位 中村ちひろ 青森県山岳連盟
３位 橋本　　暖 群馬県山岳・スポーツクライミング連盟

男
　
子

ユース
Ｃ

１位 濱田　琉碧 神奈川県山岳連盟
２位 長尾　一樹 山口県山岳・スポーツクライミング連盟
３位 額賀　悠斗 茨城県山岳連盟

ユース
Ｄ

１位 遠藤　航至 無所属
２位 深澤　　要 群馬県山岳・スポーツクライミング連盟
３位 広畠　寛太 茨城県山岳連盟

概　況
　競技は昨年に引き続き、ボルダーユース選手権などと

同様の、制限時間内（カテゴリごとの参加者数に応じて

異なる。７０ 分〜 ９０ 分）の中で自由な順で課題に挑戦で

きる、通称コンテンスト方式にて実施した。

運　営
　他の JMSCA 主催大会と異なり、若年層を対象とした

大会であることから大会要項にも「大会経験を積むと共

に、競技者としての倫理・健康面の認識・知識の向上を

図る」を目的と明記し、単に順位をつける、優勝者を決

めるだけの大会にならないよう、常に頭の片隅に意識を 競技後の課題に再挑戦時間の様子競技後の課題に再挑戦時間の様子

女子ユースＣ・優勝の松浦碧希選手女子ユースＣ・優勝の松浦碧希選手　© アフロ／ JMSCA　© アフロ／ JMSCA

選手受付の様子選手受付の様子 大会オリジナルＴシャツ大会オリジナルＴシャツ
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令和６年９月27日（金）～29日（日）報告

けるのも忘れ、かなり盛り上がっていました。

　三日目はまず私、野村がシュリンゲを使った簡易

ハーネスを用いた危険な鎖場での通過とツェルトテン

トの有効活用の実技を行い、その後安全登山を目指し

てとの題材で研究討議がグループに分かれて討議され

代表に発表頂きました。

　最後に次回開催県の岐阜県の水谷嘉宏氏より来年開

催の意気込みを語っていただき閉会となりました。

　安全登山すなわち遭難を減らすためには指導者の研

鑽と研修を受けた内容を持ち帰り仲間に普及すること

が何より大切かと思います。

　この研修会は毎年、東日本と西日本の各地で開催さ

れておりますが是非前向きに取り組んで参加いただけ

ればと思います。

　また開催地の富山県は私の故郷であり今回、偶然に

も小学校の同級生が参加されており ５０ 年ぶりの再会

に驚きと歓喜の思いでした。

　最後に今回大変ご協力頂きました富山県山岳連盟の

方々には大変お世話になり誠にありがとうございまし

た。� （JMSCA登山部長　野村善弥）

　富山県立山町国立登山研修所・大品山及び瀬戸倉山

周辺で主管は富山県山岳連盟で開催されました。今回

JMSCA からは吉田副会長と登山部長の私、野村が参加

いたしました。

　主催の国立登山研修所、お膝元での開催でしたが、

地元、富山県、次回開催地の岐阜県、岩手県、福島県、

石川県、福井県から参加者合計 １８ 名とスタッフ １９ 名

で皆さん非常に熱心に３日間研修に参加されたと感じ

ています。

　初日は基本テーマ「読図」でしたが名古屋工業大学 

名誉教授の北村憲彦氏が登山のプランニング、安全登

山の実践、豊川山岳会　河合芳尚氏がコンパスの使い

方、ナビゲーションの実践を講義され地図とコンパス

の使い方を研修所付近の広場で三角ナビの実技も行わ

れました。

　夕食後は剣岳での遭難対策研修を終えて帰ってきた

ばかりの富山県警察山岳警備隊長の飛弾 晶夫隊長か

ら山岳遭難の防止対策を実例と統計をもとにお話頂き

ました。実際の遭難者の映像ではヘリから見つけにく

い服装、見つけやすい服装と行動を話され今後の登山

で服装にも気を使うことを考え深く聴講されておりま

した。

　二日目はナビゲーションの実際ということで付近の

大品山・瀬戸倉山で普段の登山では中々、地形図とコ

ンパスを活用することが少ない中、あいにくの小雨の

中でしたが時折晴れ間もあり皆さん熱心に取り組まれ

ておりました。

　夜は情報交換会として皆さんが自己紹介され夜が更

令和６年度
安全登山指導者研修会「東部地区」
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【参加選手】シニアとジュニア全日本強化指定選手（男女）

シ�ニア：島・小寺・一橋・田中・滝澤（空）・臼井・青

木・林

ジ�ュニア：滝澤（蓮）・笹川・山田・藤井・住谷・丸山・

田邉

７名予定（Pep・松澤、平田、小田部、岸、堀部、角田）

湯の丸ヴイレッジ別館

　今年度、夏３回目の陸上合宿Ｐｅｐコーチも来日し、

チームとしての団結とシーズンＩＮに向け動きのイ

メージをさらに高める。

　主な内容は以下の通り（細かな専門用語の説明は省

略する）

９月２７日

　１２ 時から施設内にて昼食を取りながらミーティング

を行った。

１４：００ ～　�周辺にて各自ランニング ３０ 分程度（トレイ

ル1.5km ／ 1.0kmコースを利用）

１５：００ 〜　�ポールランニング動きの確認

　　　　　（�ゲレンデ利用１５０m程度ある中級斜面を２０

秒 Z1 〜 Z3 〜 Z5×６−７本）

９月２８日

ＡＭ　�インターバルトレーニング １２００ ｍ×４本×２

　２０２６ミラノコルティナオリンピック出場を果たすに

は、今シーズンの結果がとても大事だ。春より積み上

げてきたＳＫＩＭＯ日本チームの合宿も冬を前に最終

段階に入ってきているが、９月後半から１０ 月２日にか

けて以下の日程でＳＫＩＭＯ日本チームとしての強化

合宿を行なった。

　９月２４日〜 １０月２日（オリンピック強化選手）
　９月２７日〜 １０月２日（シニア強化選手）
　９月２７日〜 ３０日（ジュニア強化選手）
　今季はシーズンが終わった６月の月山でのスキー合

宿から、これで４回目の合宿となる。月山合宿では、ス

キーの動きで今後に必要なもの、続く白馬では夏のト

レーニングで行うべきトレーニングを中心に行なって

きた。

　８月には冬に備え１７５０m の湯の丸高原で高所トレー

ニングを兼ねてトレーニングを行ない、９月も同じ湯

の丸高原にて夏合宿を開催した。

　特に今回はヘッドコーチであるPep がスペインから

来日しており、W-cup チームのみならず、海外遠征に

まだ行けていないシニア・ジュニア選手にとっても、

良い刺激となることは言うまでもなく、シーズンに向

けて全体でのチームワークの強化を図ることも目的と

なる。

　まず先駆けて、東京にて９月２５日に島・遠藤・田中・

滝澤（空）・臼井の５名が国立科学スポーツセンター

（JISS）にて運動数値測定を行ない、２６日は同トレーニ

ングセンターにてトレーニングを行なった。

　翌日より、Pep コーチとともに、２７日〜長野県湯の

丸にある標高 １７５０m をベースとするGMO 湯の丸アス

リーツパークへ移動し、トレーニングを開始。

９月湯の丸合宿報告

SKIMO

Pepコーチ意識の統一（ミーティング風景）

選手同士での確認（ポールトレーニング） Pepコーチと松澤コーチ
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RELAY向け）

１０ 月２日

ＡＭ　�自転車トレーニング妻恋方面へ約 50kmD ＋約

１５００（青木・林はトランジット練習）

　昨シーズンは４月最後のイタリアコルチナでのワー

ルドカップおいてオリンピックに向けての直接のライ

バル国である中国にトップチームは勝つことができた

が、総力としては中国の上を行くことはできていない。

そもそもナショナルチームに属するアスリートの数が

多い中で、前回 ２０２２ 年のスペインでの世界選手権では

チベット自治区出身のジュニア選手が金メダルをとっ

ている。

　以前にも書いたが、１０ 年前から強化を初めているラ

イバルに対していかに戦うかは、チーム内での協力に

よって力を高めるしかない。そのために合宿を行って

きた。選手個々にもチームもそれぞれができることを

今まで確実にこなしている。オリンピックに向かう選

手にとって、必要な体力と心構えが今の段階で備わっ

ているように思う。スタートダッシュするつもりはな

く、長いシーズンの中で確実に結果を残すことを目標

に、スタッフも選手も落ち着いてシーズンに入ること

ができるだろう。

セット（２分間隔／セット間は５分）

ＰＭ　�SKIMOトランジットトレーニング

１９：３０ 〜　角田先生によるードーピング講習（基礎編）

９月２９日

ＡＭ　�自転車トレーニング　Ｚ２～Ｚ３（妻恋愛妻の

丘方面約 ３０ 〜４ ０ｋｍ１０００ｍＤ＋）

ＰＭ　岸先生によるトレーニング（ジム）

１９：３０�〜　Pep コーチによるミーティング（トレーニ

ング／レースに向けての考え方・取り組み方に

ついて）

９月３０日　※Pepコーチ帰国日

ＡＭ　�アップ ４０ 分（１０ 分間いろんな動き→ ２０ 分 Slow 

running → ９０ｍラン slow-middle-high）

　　　�ピラミッドスプリントダッシュ １０sec（２min）

１５sec（２min）２０sec（３min）３０sec（３min）２０

sec（２min）１５sec（２min）１０sec（５−８min）

×２

ＰＭ　�岸先生によるトレーニング（ジムにてペアで行

うストレッチ系を中心に）

１０ 月１日

ＡＭ　�ローラースキー（鹿沢田代→東御市池の平湿原

駐車場まで約12km）

ＰＭ　�SKIMO ト ラ ン ジ ットトレ ー ニ ン グ（MIXED 

ポールトレーニング SKIMO用具を身につけてトランジット練習

寄贈図書
（公財）健康・体力づくり事業財団「健康づくり」No. 558 会 報

（株）日本運動具新報社 「スポーツ産業新報」 第2447号,第2448号,第2449号 新　 聞

常北三水会山岳部 「山水」第50号 会 報

（株）ネイチュアエンタープライズ「岳人」2024 November No.929 ２冊 情 報 誌

大阪府立体育会館 「季刊 府立体育会館」No.150 季 刊 誌

溝手康史 『山岳事故の法的責任（新版）』 寄 贈 本

日本ヒマラヤ協会 「HIMALAYA」No.510 会 報

（株）山と渓谷社 「山と渓谷」2024 10月号 №1083 情 報 誌

（一社）日本防火・防災協会 「地域防災」2024.8 AUG. No.58 会 報

東京野歩路会 「山嶺」Vol.102 No.1136 会 報

市立大町山岳博物館 「山と博物館」2024秋号第69巻3号 会 報

（公社）日本山岳会 「山」2024年（令和6年）10月号 No.953 会 報

おいらく山岳会 「山行手帖」No.779.’24.1 会 報

（公財）埼玉県スポーツ協会 「スポーツ埼玉」Sports 2024秋号 Vol.304 会 報
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　フランスシャモニには「いつかクライミングで戻って
きたい」、学生時代シャモニの隣町でインターンをしてい
た私は、毎日ドリュを眺めながらそんなことを思ってい
た。まだクライミングをしたことがなかったころだ。それ
から１０ 年たって「いつ行くんだ？」ふとそう思って、仕事
を辞め３か月のシャモニ行きを実行することに決めた。
　当初は単独渡仏を考えていたが、この冬ウィンターク
ライマーズミーティングで知り合った寺田さきが６月合
流できるとのこと。女子二人で気兼ねなくクライミング
ができるのは願ってもいない幸運だ。そして７月は夫が
３週間の休みを取って合流できることになった。
　６月３日シャモニに到着、滞在のベースとなるキャン
プ場 Les Arolles に入った。さて６月のテーマは「基礎の
アルパインクライミングをすること」。私も寺田もヨー
ロッパでのアルパインルートは未経験で、そもそも二人
でロープ繋ぐのも初めてだったからだ。シャモニに着い
てすぐに好天があったので、さっそくエギーユ・デュ・
ミディに３日間上がった。初日に氷河歩行とクレバスレ
スキューの練習、二日目にコズミック稜、三日目にトラ
イアングル・タキュルからタキュル山頂を登った。気持
ちいい好天の中、モンブランを見ながらのいいスタート
になった。

～アルパインクライマーの登竜門!?　　　
　　　　　　　　エギーユ・べルト登頂～

　さて、足慣らしはできた。当初の計画ではグランド
ジョラス北壁のウォーカー稜を考えていたが、今年は５
月まで降雪続きで雪が多く、真っ白い北壁を見て、この
計画は再考せざるを得ないと思った。ミックスコンディ
ションなら今の私たちはお呼びでない。ほかに、レショ、
クーベルクル方面でルートを探していると「それなら
ウィンパーがいいよ！」と勧められたのがエギーユ・べ
ルトのウィンパークーロワールだ。
　６月 １２ 日、朝一のモンタンベール鉄道に乗り込み、
クーベルクル小屋を目指した。２００ ｍの梯子を延々と上
がり、雲の中に見え隠れするグランドジョラス北壁を
時々見ながら４時間半かけて小屋に到着。夜中の出発に
向けて睡眠をとった後、１９ 時夕食。食堂には大勢の人が
いた。小屋のスタッフ曰く今晩は小屋泊まりが ６０ 人ほ
ど、そして２／３がウィンパークーロワールを目指すと
いうことだった。驚愕の事実を告げられショックを隠せ
なかったがよく考えればそれもそのはず。今年は雨続き
でみんなチャンスを待っていたのだ。２～３日の晴れ間
とあれば、シャモニのどの人気ルートも渋滞必須の状態
だった。

　夕食のあと深夜出発に向けて寝室はすぐに静まり返っ
た。そして０時、一斉に朝食。私たちは朝食を頼まな
かったので暖かい飲み物と食べ物を軽く口にしてハーネ
ス、アイゼンを付ける。午前０時半、いち早く小屋を出
発していった先行パーティに続いて私たちも出発。小屋
から取付きまではタレフル氷河をエギーユ・デュ・モワ
ンの基部に沿って北に進んでいくだけなのだが、真っ暗
な中では氷河の状況が全く分からず、ロープをつないで
慎重に歩く。３時間ほどかけて標高約 3,400 ｍの取付き
に到着。私たちの後ろにも大勢のパーティが列になって
いる、総勢 ４０ 人はいたはずだ。ここからは標高差 ７００ ｍ
上げる、前に出たい気持ちを抑えてペースをセーブして
登っていった。
　登攀内容としては最大傾斜 ５５°の雪壁＆アイスをひた
すらコンテで登る。技術的な難しさはないが、私にとっ
ての難しさは「ずっと続く緊張感」と後から来た「寒さ」
だった。真っ暗なクーロワールの中、セルフビレイも取
れず先行パーティの落氷に何度も耐えなければいけない
のは正直苦痛だ。上部、傾斜の緩い部分に抜けたとき、
やっと一息ついた。振り返るとグランドジョラス北壁に
ちょうど朝日が当たっている、絶景。と同時に緊張感が
緩んだからか寒さに勝てなくなった。少し進んでは手足
をブンブン振り回して血流を戻そうと必死だった。（下
山数日後、左足小指に軽度の凍傷を負うことになる）稜
線に出て、速攻ダウンを着込み６時半過ぎ山頂に立っ
た。 
　下山はさらに長かった。軽量化を優先し、６０ ｍロープ
１本しか持参していなかったからだ。ラッペルとクライ
ムダウンを繰り返し、正午に取付きに着いたころには何
回目のラッペルだったか覚えていない。登りの倍近く時
間がたっていた、、、あとはド晴天の中、グサグサになっ
た踏み抜き地獄に何度も悪態をつきながら、１４ 時に小屋
に戻った。
　実は後から知人に教えてもらったのだが、フランス
人の間ではベルトはこんな風に言われている。“Qui n'a 
pas fait la Verte n'est pas un alpiniste”（ベルトに登ら
ないと、アルピニストではない）色々な反省が残る山行
だったが、基礎を積むという意味ではまさに私たちに

Enjoy Climbing
２０２４夏フランスでのクライミング

― エギーユ・べルト ―
連載
①

伊佐見 奈穂子

▲クーロワール上部

▲エギーユ・デュ・ミディ
　晴天の中クライミング
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ぴったりな内容だったと思う。
　最後におまけ話。実は今回密かにクーベルクル小屋に泊まるのを楽しみに
していた。評判通り、小屋番はすごくフレンドリーだし、何より主人のピヌ
が作るご飯がとにかく旨い！ シャモニを訪れる際はぜひ立ち寄って欲しい。

伊佐見 奈穂子 プロフィール
 「チームやまめ、山登魂メンバー。夏は沢登り、冬は雪稜など。2019 年三重県名張
でクラックに出合ってから真面目にクライミングを始める。好きな山は八ヶ岳、谷
川、越後の山、鈴鹿、三浦アルプスなど」

クーベルクル小屋　窓の外はグランドジョラス

八ヶ岳清掃登山（2024年９月　諏訪支部長小松氏提供）戸隠森林植物園での野鳥観察会（2024年6月）

れでも19 名で大きなゴミ袋３つ程にもなりました。地

道な活動を通して自然を大切にする心を広め、多くの

登山者にきれいな八ヶ岳を楽しんでもらえることを願

い、加えて山仲間との親睦を深める機会としても継承

されている誇れる伝統です。茅野市観光協会の担当者

の「ゴミは少なくなる傾向ですが、遭難事故は近年増え

ているんですよね！」との言葉に、安全登山の普及も引

き続き大きな課題であることを再認識しました。

　他支部でもジュニアや初級者を対象に登山教室、ク

ライミング教室を毎年開催しています。協会員だけに

限らず、これから山に親しんでいくであろう新たな仲

間の輪と和を広げつつ、体験を通して正しい山の知識、

技術普及並びにマナーや環境問題等意識の喚起に貢献

するような活動を行っています。

　2023 年３月には JMSCA自然保護指導員研修会を開

催し、23 名が新規および更新に学びました。協会員の

自ら学び自然保護活動に寄与できる人材であろうとす

る姿勢を持続していきたいものです。

改まってゴールを設定せずとも、長山協が続けている

活動が SDGｓ的な活動そのものであり、これからも継

承されていくものであろうと考えます。

（長野県山岳協会自然保護委員長　麻田正明）

　私は今年から自然保護委員長になりました。これま

での活動を踏襲しつつ、会員だけでなく広く一般を対

象とした様々な活動を企画、共催し、私自身も参加し

て楽しんでいます。そんな活動をいくつか紹介します。

　長野県山岳協会が指定管理者として運営している長

野県山岳総合センターと共催で、今までも何度か開催

している野鳥探索会を復活させました。６月には戸隠

森林植物園に13 人が集まりました。協会の活動として

広く山に自然に親しんでいただく企画です。野鳥の宝

庫といわれる戸隠、2 時間ほどで 30 数種類の野鳥と出

会えました。実は野鳥に疎い私には美しい鳴き声が聞

こえてきてもなかなか見つけられず、「あの声は○○」、

「ほらあそこに」と教えられても双眼鏡を覗いてもキョ

ロキョロするばかり。講師がセットした単眼鏡の中に

可愛らしい姿を見て感動。こんな私でも存分に楽しい

時間を過ごすことができました。今後、秋と冬にそれ

ぞれ季節の野鳥の観察会を計画していきます。

　長野県山岳協会には４つの支部があり、支部独自の

活動を行っています。諏訪支部の八ヶ岳清掃登山は支

部自然保護委員が主体となって実施し、今年で 46 回

を数えます。今年は天狗岳周辺で実施しました。ゴミ

の状況はここ数年間で一番少なかったようですが、そ

長野県山岳協会自然保護委員会のSDGsな活動
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を分けてまとめてはどうか。委員会の責
任についても、言及した方がよいのでは
ないか。
＊�事業報告は、実施後１か月の時点ではで
きないので、原則１か月ということでま
とめてほしい。

（監事からの意見）
１．�顧問弁護士、理事、ガバナンス委員会
委員長を含め３名の弁護士の判断で
は、倫理、処分規程には抵触しないと
のことで、あいまいになった経緯があ
る。

２．�倫理規程の戒告処分とするならば、倫
理規程の関係条文について言及し、明
記することが必要。

３．�総会では、理事の責任について、６名
を確定し、他の理事については処分し
なくてよいと決議、合意したのに、改
めて他の理事を含めた責任について言
及するのは、決議を覆すということに
なる。当総会で決議した議案は、弁護
士に相談し提示したもので、それ以外
に、何をする必要があるのかという意
見もある。また、必要があれば、臨時総
会を開催して改めて他の理事の責任を
問うことも可能であるが、現在のとこ
ろそうした招集もない。

４．�理事会として自主的に文書（始末書・
宣誓文等）を出したいという意図は尊
重するが、処分、すなわち戒告等は総
会決議とは異なるので、同意しかねる
し、よく検討する必要がある。

　＊�今回、意見を出している一部の岳連
と、個別にどうしたらよいのかを協議
してはどうか。

　＊�以上の意見の後、文書を発出する前
に、顧問弁護士もしくは第３者の弁護
士とも、総会の経緯を含め相談したう

６．議題（注．審議順に記載）
議�案第１号　議事録の承認について（前
回第８回の議事録について）

　９月中に回覧、確認され承認済
議�事第２号　財務委員会から、望月理事参
加の上で協議するので、後で協議するこ
とになった。

議案第３号　基金確認について
　赤尾事務局長が配布資料を基に説明し、
現在９７５万円の申込となっている。辞任し
たＭ氏が、合意書上基金申込としている
が、まだ申込書を提出していない状況であ
る。今後の対応は、顧問弁護士に相談する
こととなった。
　２０２２年度の理事の中で、基金申込を拒
否している登山系の旧理事（２名）以外に、
申込していない理事がいないか確認し報告
する。
　今回の申込全額を全額引き受けること
と、次の事務手続きに進めてよいか賛否を
取り異議なく承認された。
　賛成１７名反対ゼロ棄権ゼロ
議�案第４号　SKIMO日本代表チームに関
わる規程について

　小野寺専務理事と小田部理事が配布資料
を基に説明した。
　規程施行日を令和６年１１月１日とする
以外、ＳＣ部と同じ内容。
　賛成１７名反対ゼロ棄権ゼロ
議�案第５号　２０２２年度赤字に関しての理
事の責任について蛭田会長が、宣誓文
（案）を画面から表示し、それを基に協議
し、以下の意見が出た。今回は、協議内
容を議事録として残していきたいと述
べた。

＊理事全員戒告処分とする。
＊発行日付は、理事会開催日とする。
＊�過去の事実及び責任と、今後の取り組み

〇日　時：令和６年１０月１０日（木）
14：05―16：45

〇場　所：JSOSビル３Ｆ会議室４
○�出席者：蛭田会長、古賀副会長、小野寺
専務理事、赤尾・野村・町田各常務理事、
小髙・栗田・小田部・佐藤・島田・中島・
中橋・西谷・濱田・樋口・前田・望月（議
案第６号から参加）以上１８名
　佐久間監事、古屋監事以上２名
〇�欠　席：吉田副会長、畑中・平田・杉本・
安井理事以上５名

１．開　会
２．蛭田会長からの挨拶
　総会後、ＵＡＡＡ３０周年記念事業、ボル
ダーフューチャーカップ等の事業を実施し
てきた。今後、ＳＣ、及びスキーモの事業、
山岳４団体会議が予定されているが、これ
らの事業を一つずつ黒字化させることで、
岳連からの信頼を得ていきたい。各専門部
で、黒字化できるようにお願いしたい。併
せて、JMSCAの今後の中長期の方向も検討
していく必要があるが、よろしくお願いし
たい。
３．会議成立状況報告
　�理事数　開始時２３名中１７名出席（定款
第３３条、定足数＝１２名（１/２超）
　監事数　２名出席
４．議長選出
　蛭田会長が議長を務める。（定款第３２条）
５．議事録署名人
　会長及び監事（定款第３４条）

令和６年度 第９回
理事会報告

　田中名誉会長（以下 田中氏）の卒寿をお祝いする会が催されました。場所は明治記念館芙蓉の間に
おいて、10月27日(日)です。参加者は、秩父宮ご親族の松平恒忠様始め友好山岳団体、全国の岳連、
顧問参与など85名でした。同日には田中氏が会長を務める社会福祉法人「子供の町」のチャリティバ
ザーも開催されております。発起人はJMSCA常務理事会メンバーです。
　13時に開会、発起人代表挨拶の後にご来賓の挨拶として松平様を筆頭に埼玉県の加須市長角田守
吉様、（公社）日本山岳ガイド協会の武川俊二代表理事、日本ヒマラヤ協会の伊東満理事長が続きまし
た、乾杯の発声は当協会の顧問である、城隆嗣、神﨑忠男、八木原圀明の３名が行いました。歓談の後
に子供の町の子供達によるダンス、田中氏が最高顧問を務め、作詞もなさった青森の十和田山岳会、扇
田守様、上明戸親志様そして青森岳連の服部一雄会長による十和田山岳会讃歌の合唱が田中氏を加え
て行われました。その後に世界的ヴァイオリニストの佐原敦子様が山の歌やバッハの曲を弾いて下さ
いました。田中氏のお礼の挨拶は趣味の紹介も含めて行って頂きました。� 記　小野寺

田中文男名誉会長の卒寿を祝う会 開催
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報�告第８号　田中名誉会長卒寿記念祝賀会
について
　参加者は７０名強（１０/１１時点で７３名）の
予定。
報�告第９号　オリンピック競技大会及び
パラリンピック競技大会優秀者顕彰、ス
ポーツ功労者顕彰等に係る文部科学大臣
顕彰及び表彰について
報�告第１０号　登山月報改善に向けてのア
ンケート結果について
　１３岳連から返事がきている。（１１岳連：
配布不要、２岳連：減冊の意向）
報告第１１号　指導員の認定について
　常務理事会で協議された通りの承認と
なった。（配布資料に一部間違いがあった
が、修正された）
報�告第１２号　新たな登山届出システムの
お知らせについて

報�告第１３号　山梨岳連体験会主催について
　議案第８号で承認済。
報�告第１４号　積雪期レスキュー講習会要
項について
報�告第１５号　ＩＦＳＣクライミングアジ
アユース選手権２０２４インド派遣選手承
認について
　常務理事会で承認（配布資料にあり）
報�告第１６号　富士山入山規制とその影響
について（情報共有）
　古屋監事が補足説明をし、富士登山のガ
イドラインがあり、登山条例では冬登山計
画の提出義務がある。５合目から６合目ま
では山梨県道で封鎖、テント幕営禁止など
の登山制限がある。
　野村登山部長が登山部としての意見をま
とめる事になった。
報�告第１７号　業務執行理事の職務執行報
告について
　業務執行理事が配布資料を基に各自読み
上げた。

　その他理事ナンバーの再採番とその伝達
をお願いしたい（事務局へ）。

以　上
令和６年１０月１０日	 記録　赤尾浩一

が、収支差（計上収益と計上費用）は1,300
万円ほどマイナスとなっている。このう
ち、公益でマイナス４００万円となっていて、
その理由が減価償却費の増加であることの
補足説明がされた。
　今後、このマイナス分について、収入、
支出の詳細項目で更に精査すべき点が散見
されるので、財務委員会と事務局の担当者
が詰めていき精度を高め、その結果を報告
するとともに、収支改善に努めていくこと
が了承された。尚、半期の決算は、例年と
同様実施予定（１０月３１日）。
　その他　今後の常務理事会、理事会の時
間と、理事会後のブリーフィングについて
蛭田会長が今後は、常務理事会を第２火曜
日とし、第２木曜日の１時から理事会と
し、５時に終了としたいと提案した。
　また、小野寺専務理事が、従来（４年前）
のメディアへの報告方法を説明し、今後の
ブリーフィングの内容は、
−�ＳＣ関係は、安井理事もしくは町田Ｓ
Ｃ部長
−�登山関係及び理事会報告は、会長もし
くは専務理事が行うことを提案した。

　尚、本日（１０月１０日）は、PM5:00から従
来どおり蛭田会長が対応し、ＳＣ関係は、
安井理事欠席のため西谷理事が参加し、説
明してもらう。
　また、今後の進め方についてもアナウン
スする予定。
以上の内容で進めることについて異議なく
承認された。
７．報　告
　以下の内容を小野寺専務理事が報告した。
報�告第１号　月次報告、キャッシュフロー
について割愛

報告第２号　令和６年度上期総括案ついて
（次回理事会承認予定）
　今配布資料にあるので、各自読んでいた
だき、変更が必要であれば、１０月２０日まで
にフィードバックしてくださいと伝えた。
報�告第３号　SKIMOユニフォーム等運用
内規について（常務理事会マター）

　常務理事会で承認された。
報�告第４号　全日登山大会新潟大会につい
て

　約１６０名参加。登山日は雨のため途中引
き返しとなったが、予定の事業は無事終了
した。
報�告第５号　山岳グランプリ公募について
（口頭）
　現在募集中だが、応募はまだない。創立
５０周年の設置時には、権威ある賞にしよう
としたが、今後、対象等の見直しを検討す
る必要がある。
報�告第６号　オリンピック祝勝会について
（口頭）
　年内の開催は時間的に難しいので、最悪
新春懇談会と同一日で行う方向で検討、伝
達したい。選手にもその意向を確認するこ
とになった（西谷・栗田・杉本・小田部理
事経由で確認をお願いしたい）。
報�告第７号　山岳４団体連絡会議、懇親会
について

　１０/１７に実施予定。総勢２０数名、JMSCA
から６名参加予定。
　山の日協議会へのかかわり方、各団体の
活動状況の共有等が議題。

えで、文書の内容を検討する。
　上記意見を加味し、宣誓文の変更の要否
を確認したうえで、１か月後の理事会（１１
月）で結果を発表、審議することになった。
議�案第６号　役員選考規程第４条の改定
案について古賀副会長が、配布資料を基
に、過去の役員選考に関わる経緯と、今
規程改定に至った背景について説明し
た。

　具体的には、役員選考委員を、５－９名
から７名とし、内訳も規定している。誰が
よいかは、ガバナンス委員会が推薦する。
今回は、第４条の３項に関わる文言が、特
に焦点となった。
１．�“自らが役員（理事及び監事）候補者に
立候補する場合は”を“自らが役員（理
事及び監事）候補対象者になった場合
は”に変更する。

２．�理事/正会員とあるが、ただし理事と、
加盟団体正会員は重複しないという文
言を入れる。

　以上の２点を変更、追記することを条件
に採決を諮り、以下のように今提案が承認
された。
　賛成１７名反対ゼロ棄権１名（濱田理事）
議�案第７号　基本財産３千万円の運用つ
いて

　赤尾事務局長が、配布資料を基に現行の
定期預金（年間３７，５００円運用益）は、資金
運用に使用できない前提に立ち、より利率
の高い国債（年間１８７，８００円）への切り替
えを提案し、以下のような意見が出た。
＊�キャシューフローの問題が解消していな
い状況で、キャッシュとして使用できる
定期預金（解約すれば）を国債にまわし
てしまうことにより、支払いに必要な資
金確保が難しくなるのではないか。流動
性が、悪化する。
＊�定期預金３０００万円を担保にして、借入
の増額は可能か。
＊�定期預金より国債の方が安全性は高い
が、現金が必要となり、国債を解約する
ような場合、損切りをすることもあり、
却って現金減となるリスクもあるのでは
ないか。
＊�国債を中途でキャンセルすることは可能
か。その場合の利率はどうなるのか。→
証券会社に確認する。
＊�定期預金より国債の方が安定している。
国債が担保となり、銀行からの借入が可
能なのかを確認しておいた方がよい。
　以上の意見から、現状況下では、国債へ
の変更はせず、定期預金のままにしておい
た方が良いという大勢の意見について採決
をとり、異議なく承認された。
　賛成１８名反対ゼロ棄権ゼロ
議�案第８号（追加議案）　山梨県山岳連盟
からの小学生スポーツクライミング普
及事業の実施依頼について

　望月理事が、配布資料を基に説明し、
JMSCAが主催となるため、理事会承認が必
要なことを補足した。採決の結果、以下の
ように異議なく承認された。
　賛成１８名反対ゼロ棄権ゼロ
議案第２号　補正予算について
　望月理事が、最新の状況を画面に表示し
て説明した。
　収入、支出とも当初予算から増えている
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編集後記表紙のことば表紙のことば

「小鳥ケ池と戸隠連峰」

　戸隠は長野市の西に位置し、戸隠連峰の
山々は天岩戸のような独特な山容で古代か
ら霊峰として崇められて来ました。戸隠と
言えば神社と蕎麦が有名ですが、野鳥の楽
園としても名高く、周辺には飯縄山、急峻
な戸隠連峰、西岳、黒姫山、日本百名山の
高妻山など上級者レベルの山があり高い人
気を誇ります。
　戸隠連峰が水鏡に映る鏡池は全国的にも
有名な撮影スポットです。小鳥ヶ池は鏡池
の南東に位置し、水面に映る戸隠連峰は絶
景です。小鳥ヶ池は鏡池に比べて知名度が
なく、観光客も少ないので、静かに撮影を
楽しめます。
撮影者：長野県山岳協会　伊久間幸広（飯田山岳会員）

　毎年、あるトレイルランニング大会にス
タッフとして参加していますが、今年は例
年以上に体が重く感じ、徹夜も以前より辛
くなりました。振り返ると、最近の登山で
も以前に比べて疲れが増していると感じま
す。「年のせいか…いや、まだまだ頑張れ
るはず」と思いながらも、今の自分の状態
をしっかりと把握し、それに見合った登山
を楽しむことが大切だと改めて感じまし
た。JMSCAのホームページには山のグレー
ディング情報が掲載されていますので、登
山計画の際にはぜひ活用してください。
https://www.jma-sangaku.or.jp/sangaku/
safe_climb/grading/
� （松本光顕）

かすみちゃんのハイキング日記」
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